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第一表 原濾液○・五靖注射後 ノ喰菌作用

(二頭分李均)

血積絶
液内封
軍白数
位血
容球

白増.

血減

球…肇

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球1中 性 多 型 核

%レ6喰 菌 子

注 射 前 96001.00 76.5
--L

23.5 0

15分 39500.41 77・25122・ ・sl2・ ・

0

3.0

0

5.0

30分 45・・1 0.47 6・ ・2sl39・7sl…5 25.0 35.5

1時 間 57500.60 43.5 56.5 9.0 25.534.5
)

2時 間 6…1 0.62 44・・51 55.2514.5 54.5 69.0

4時 間 46・・1 0.4S 35.75 64・25i・3・5 51.5 65.0

8時 間 8…1 0.83 18.5 S1.5 9.5 41.0 50.5

和 328・・i3・41128…132… 59・ ・2…512S9・5

喰 菌 率=7.9
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三十分煮沸濾液 ○・五耗注射後 ノ喰

菌作用(二 頭分季均)

第二表

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球 中 性 多 型 核

%!%1喰}菌i子
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容球

注 射 前
'79・ ・1

1.00 64.0 36.0 0 0 0

15分 S3・・1 1.05

1.51

71.75 28・251・6・ ・ 30.5 46.5

30分 ・・9・・1 46.75 53・2sl・8・5 67.0 85.5

1時 間 68・・1 0.86 47・25152・75113・ ・ 61.0 74.0

2時 間 69・・i 0.87 24・2・・17S・ ・sl・8・5 57.0 75、5

4時 間 61000.77 37・75162・2・51・3・ ・ 40.5 53.5

8時 間 775・1 O.98 39・7516・ ・25i6・5 12｡0 18.5

和 4775・16・ ・41267・S1332・s 85・sl26S・ ・353・5

喰 菌 卒=7.4
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物

ハ
五
九
六
・
二
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
注
射

動
物

ハ
五
二
三
・
四

ニ
シ
テ

三
十
分
及
ビ

⊥ハ
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
何

レ
ぞ

原
液

ヲ
凌
駕
セ
リ
｡

四
、
血
液
軍
位
容
積
内
白
血
球
絶
封
数

ハ
各
注
射
材
料
共
菌
液
輸
途
後

白
血
球
過
少
ヲ
惹
起

セ
リ
、
而

シ
テ
自
血
球

ノ
総
和

ハ
原
液
群

ニ
テ

ハ

五
六
八
〇
〇
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
群

ニ
テ

ハ
三
五
七
五
〇
、
六
十
分
煮

沸
濾
液
群

ニ
テ

ハ
五
三
四
〇
〇
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ニ
テ

ハ
三
四

一
五
〇
ナ
リ
キ
｡
又
臼
血
球
増
減
比
峯

ハ
原
液
五
・六
八
、
三
十
分
煮
沸

濾
液

ハ
四
｡
一
五
、
六
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
五
・
七
五
、
百

二
十
分
煮
沸
濾

液

ハ
四
・
二
八
ト
ナ

レ
リ
｡

五
、
喰
菌
拳

ヲ
求

メ
タ
ル

ニ
原
液

二
於
テ

ハ
一
〇
・
二
、
三
十
分
煮
沸
濾

一
五
｡
三

ニ
シ
テ
煮
…沸
濾
液

ハ
何

レ
モ
原
液

ヨ
リ

モ
大
ナ
リ
キ
｡

所

見

ハ
第

十
五
表

乃
至

第

十
八
表

及

ビ
第

四
圖

二
就

キ

テ
見

ル
可

シ
｡

B

所

見
概

括

原

著

林
日
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
立
詮

六

一
一九



1血積絶
劉
数
内
白
血
球

液
軍
位
容

白培

血減

球卒

白 血 球 二 百 個 中

注 射 前
15分

一30

一三
2

過
時
間

菌
液
注
射
後

分

時間

時間

4時 間

8時 間

総 和

淋巴球

%

112001.ool54.7

98・ ・io・87

620010.55

7500

188CO

8700

0.67

1.68

0.78

1000010.S9

65.6

61.7

43.{}

14.5

18.7

30.0

61000:5・44i233・5

中 性 多 型 核

%喰1菌 子

45.3

34.3

3S.3

57.0

85.5

81.3

70.O

366.4

0 サt

10.333.0

・3・6153・ ・

18.6116.3

2・ ・3巨 ・7・6

20.3i62.6

9.0

93.1

33.6

!406 .1

0

43.3

66.6

134.9

128.9

82.9

42.6

499.2

喰 菌 率=8.2

血積絶
液内i射

軍白数
位血
容球

i 白増

血減

球…奪

1

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球正 中 性 多 型 核

% 1% 1剣 菌 子

注 射 前 8900: 1.00 56.3143,700
11

0

115分 7600 O.85 68・8131・1117・0148・0 65.0

菌過
液時
注間
射
後
経

30分 6400 0.72 49・5 、5・ ・5123・3,・e3・3 126.6

1時 間 6300 0.71 23.376.7126.61137.65 164.2

2時 間 91CO 1.02 15.5・84.5 28.31156.0 1S4.3

4時 間 6200 0.70 25.1174.8 19・61116・0 135.6
一

8時 間 6500 0.73 35.564㌦5
113

.Ot36.6
」

49.6

総 和 42100 4.73 217.7382.1ユ27.SI597.5
11

726.3

喰 菌 率=17・2

1血積絶
液内i封
輩白数

鰐

白塘
ら

血減

球率

白 血 球 二 百 個 中
'

淋巴球1中 性 多 型 核
一一}正 　 一

7「 勇「喰 噛 ギ
注 射 前

過
時
間

菌
液
注
射
後
輕

15分

30分

1時 間

2時 間

4時 間

18時 間

総 和

7SOO1.00 61・538・510

80001.0374.3125.713.3 ナ
　

62000.7971.7128.3114.3

520CO.6741,5158.53L}.6

76000.9726.074.026.0

7SOOO.9933.866.217.P,

880e1.1345.1154.916.{1,

436005.5S292.4二 ⊃()7.6117.5

}{ 0

33.6}46.9

72.686.9

153.oi183.6　

129.3155.3

S8.311(5.6

56.6172.6

533.4C5い.9

喰菌 率=14.9

原

著

林
"
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
謹

六
三
〇

一
、

喰
細

胞
数

「喰
」
ハ
原

液

群

ハ
菌
液

注
射
後

二
時

間
目

ニ
又
煮

沸

濾
液
群

ハ

一
時
間

目
叉

ハ
ニ
時

間

目

二
最
大
歎

ヲ
示

シ
、

夫

レ
ヨ
リ
漸

次
減

退

セ
ル
｡

而

シ
テ

「
喰

」

ノ
総
和

ハ
原
液

注

射
動
物

ハ
九

三
・
一
、

三
十

分
煮

沸
濾
液

注

射
動

物

ハ

一
二
七

・八
、

六

十
分
煮

沸
濾

液

注

射

動
物

ハ

一
七

・
五
、
百

二
十
分
煮

沸

濾
液

注
射
動

物

ハ

一
〇

五
・
○

ト
ナ

リ
各
煮

沸
濾
液

ハ
何

レ
モ
原
液

二
比

シ
顯

著

ニ
大

ナ

ル
「喰

」
ヲ
得

タ

リ
｡

第

十

五

表

第

十

⊥
ハ

表

第

十

七

表
三

原

濾
液

一
・
○

耗

ヲ
以

テ

ノ
喰

菌

三
十
分
煮

沸
濾

液

一
・○

琵

ヲ
以

六

十
分

煮

沸
液
濾

一
・
○

琵

ヲ
以

テ

作

用

(三
頭

分

季
均
)

テ

ノ
喰

菌
作

用

(三
頭

李
均
)

ノ
喰

菌
作
用

(三
頭

卒
均
)



第十八表 百二十分煮沸濾夜一●○耗 ヲ以 テノ

喰菌作用(三 頭分卒均)

白 血 球 二 百 緬 中

中 性 多 型 核淋巴球

子

0

1菌
0ノ/0 % 喰

 

蠕

鰍

齢

絶
封
数

積
内
白
血
球

血
液
畢
位
容

0036.8163.21.0013200注 射 前

16・ ・6
42.021.650.1 49.815分 S9・ ・1・ ・67

82.669.013.649.3 50.70.607geo3e 分

1・6・・3i・4・・3
20.0・・58134小5・7

11・7・2
89.6

1・7・6
8.3 91.7

1時 間 7600

2時 間 23600日1.79

1・・4・2
94.6

1・9・6
19.0 81.04時 間 1450011・09

56.644.0
i12・6

584.5

 

菌
液
注
射
後
経
過
時
間

1・・5・・1479・5

s時 間

縛、 和

・23・・レ・・9312S・ ・ 72.0

748・ ・15・661・89・ ・i4…9

喰 菌傘=7.8
∂

第四圖 各注射材料 ト喰菌子数「向 トノ關係

(第十五表乃至第十八表参照)

、301

ウ経過時問

一
子

」
人

ー

 二
、

被

喰
菌
歎

「菌
」
ハ
各

動
物

群
共

二
菌
液

注

射
後

一
時
間

目

ニ
最

撒

大

二
増
加

セ
リ
｡

而

シ
テ

「菌
」
ノ
総

和

ハ
原
液
群

ハ
四

〇
六

・
一
、
三

十
分

煮

沸
濾
液

群

ハ
五
九

七

.
五
、
⊥
ハ
十
分
煮

沸
濾

液
群

ハ
五

三
三

・
四
、
百

二
十
分
煮

沸
濾

液
群

ハ
四
七

九

・六

ニ
シ
テ
是

亦
煮

沸
濾
液

ハ
原

山波
ヲ
遙

カ

ニ
凌
駕

セ
リ
｡

三
、

從

一プ
喰

菌
子
歎

「子
」

モ
煮

沸
濾
液

注

射
群

ガ
絶
樹

的

ニ
大

ニ
シ
テ
原
液

群

ハ
四
九
九

・
ニ

ニ
過

ギ
ザ

リ

シ
ガ
三
十
分

煮
沸

濾
液
群

ハ
七

二
五

.
三

ニ

シ
テ
第

一
位
、

六

十
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煮
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濾
液

群

ハ
⊥
ハ
五

〇
・
九

ニ
テ
第

二
位

、
百
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分
煮
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濾
液
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射
群

ハ
五
八

四
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ニ
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テ
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三
位
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原

著

林
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ノ
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原

著
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核
性
脊
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ノ
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中

ニ
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セ
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タ
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「
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ン
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立
謹

六
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二
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タ
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積
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白
血
球
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樹
数

ハ
一
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○
妬
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射

ノ
場
合

二
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テ
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菌
液
輸
途
後

一
般

二
自
血
球
過
少
ヲ
惹
起

セ
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球
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一
〇
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四
二

一
〇
〇
、
六
十
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液
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四
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煮
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濾
液

ハ
七
四
八
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〇
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ノ
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比
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ノ
総
和

ハ
原
液

五
・
四
四
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
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三
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液

ハ
五
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五
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十
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液

ハ
五
.

六
⊥
ハ
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シ
テ
各
略

ζ
接
近

シ
タ
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数
ヲ
示
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リ
｡
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喰
菌
妓
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於

テ

ハ
原
液

ハ
八
・
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煮
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濾
液

ハ

一
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・
二
、
六
十
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煮
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液

ハ

一
四
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、
百

二
十
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煮
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液

ハ
七
・
八

ニ
シ
テ
喰
菌
子
数

モ
喰
菌
峯

モ
共

ニ

儲

三
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煮
灘
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射
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物

二
於
テ
最
大
ナ
リ
キ
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用
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、
所
見
概
括

灘

)

巖

笙

、
第

ニ
ノ
漿

ヲ
総
括

シ
テ
箪

九
表
ヲ
得
賓

.

.

喰

撫

一
、

注
射
量

ヲ
○

・
五

耗

ヨ
リ

一
・
○
琵

二
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加

シ
タ

ル

ニ
六

十

分

及

ビ
百

二
十
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煮

沸

ノ

表

詔

杁

濾
液
注
射
群

喰
菌
子
歎
蓬

大
シ
タ
レ
ド

モ
原
液
及
ビ
三
券

煮
沸
液
群

ハ
逆

ニ
減

難

ゆ獣
鷲
詳
議
鞍
⑩嚢
動
製
簸
環
鐸

難

+
分
煮
沸
濾
液
群

;

テ
李

分
煮
沸
濾
液
群

之

ニ
次
ギ
原
液
及
ビ
百
二
雰

煮
沸

表

(

濾
液
群

ハ
常

示

ニ
シ
一プ
第
三
倖

笛

位
ヲ
上
下

セ
リ
.

九

二
、
血
液
軍
位
容
積
内
白
血
球
絶
樹
歎

ハ
注
射
量
培
加

ニ
連
行

シ
テ
増
大

セ
リ
｡
而

シ

鮒

テ
媛

群

常
三

雰

煮
沸
遽
汲
叉
ハ
六
雰

煮
沸
液
群
三

大
ナ
畜

血
球
数

ヲ
示

シ
タ
リ
｡

冒
『

喰
菌
率

ハ
雨
實
瞼

ヲ
通
ジ
テ
三
十
分
煮
沸
濾
液
群
ガ
最
大
ヲ
示

シ
⊥
ハ
十
分
及
百

二

圃 瀦 纒 鵬 球1剣 菌1子 悸 原表

第
一

(

○
・

五
琵
)

第
二
(
一
・

○
耗
)

購568・ ・i5・68i・ ・3・・1474・ ・1577・21…21・ ・

繍 劃3575・14・ ・51・28・5625・21753・712…1・2

謙1534・ ・15・75い ・8・4477・81596・21・ …1・3

鋸 雛34・5・14・281・ ・3・514・9・gl523・41・5・3・4

原濾 測6・ …5・44193・ ・14・6・ ・1499・28・2iユ5

編 劃42…14・731・27・8i597・5i725・31・7・21・6

謙436・ ・15・5Sl・17・51533・465・ ・gl14川7

濾 訓748・ ・15・66い ・5・・1479・5i584・57・81・ δ



第二十表 原濾液○・五琵 ヲ以 テノ喰菌作

用(三 頭分ZF均)

原

著

林

11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者

ノ
流
注
膿
瘍

中

ニ
含
有

セ
ラ

レ
タ
ル
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
立
詮

中個百二球血白

核型多性中ー球巴淋

子
f

菌
ー

喰ー
%

1
%

O

1
00

ー
β31

1
9768｡1日㎜9前射注

溶53
ー
｡642

1
｡0119728'371溺Oo1蹴ー

分15

358溶45β13

i
'538

1
ゐ61

1
ぷO

d
鰯
i

分30

｡993

1
β81

1
沿12

i
⑩50』507ー鯖姻7

1間塒

362

11
339

卜
溶23ゴ75β2461-N

測国
嘲2

』65

i
⑩50

ー
⑩15

i
⑩67⑩3341輔刎15繭4

328319

ー
㎝
iー

詣60'539
、『

卯
剃
7間朧

溶62
14

ユ78

卜
洛84
ー
護謝溶79

12
競4

d
8046和総

壇

減

率白血球

絶
封
鍛積内白
血
球血液軍位容

菌
液
注
射
後
経
過
時
間

喰 菌 卒=9.9

六
=

第二十一一表 三十分煮沸濾液○・五琵 ヲ以

テノ喰菌作用(三 頭分李均)

増

減

卒

白

血

球

絶
封
轍

積
内
白
血
球

血
液
軍
位
容

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球 中 性.多 型 核

%%劇 副 子

注 射 前1 .6…1・ …57・342・7…

菌

注:
射1時 間

後
経
過
時,
間1

1ユ5分165・ ・!・ ・e3164・ ・136・ ・125・6179・6・ ・5・2

液13・ 分i635・ ・…16・ ・G4…{・8・61S3・6!・C2・2

6SC・1・ ・(8、26・373・7124・3ii・9・61・43・9

2時 間lg75・1・ ・551・9・ ・8…i32・6・46・ ・1・78・6

4時 間17・5・i…3124・ ・ 」76・・23・3187・ ・1・…3

8時 間165・ ・1…3131・7i68・31・4・ ・146・ ・16…

総 和143・5・6.82225・ ・i375…38・4i56・ ・87…2

喰 菌 卒=16.3

十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
之

レ
ニ
次
ギ
原
液
群

ハ
常
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小
ナ
ソ
キ
｡

而
シ
テ
原
液
群

毛
煮
沸
濾
液
群

モ
注
射
量

ノ
培
大

二
逆
行

シ
テ
喰
菌
峯

ハ
低

下

セ
リ
｡

第
四
例

H
・
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、
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二
十
⊥ハ
歳

診
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結
核
性
腰
椎
炎

右
腸
腰
筋
流
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瘍

二
年
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ヨ
リ
腰
痛

ア
リ
特

二
運
動

ス
〃
際
若

シ
ク

ハ
毎
朝
離
鉢
時

二
疹
痛
著

シ
、
約

一
ケ
年
前

ヨ
リ
右
腸
腰
筋
流
注
膿
瘍
ヲ
生
ジ
、
今
迄

ニ



原

著

林
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性
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第三十九表 三十分煮 沸濾液○・五蠕 ヲ以
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第四十表 六十分煮沸濾液 ○・五琵 ヲ以 テノ

喰菌作 用(三頭分李均)

白 血 球 二 百 個 中

淋酬 中 性 多 型 核

%1%1喰1菌1子
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封
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積
内
白
血
球

血
液
軍
位
容
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菌
液
注
射
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間

11・ 分
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第四十一表 百二十分煮 沸濾液○・五琵 ヲ
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第九囲 各注射材料 ト喰菌子数「子」ト關係

(第三十八表乃至第四十一表参照)
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原濾液一・○妬 ヲ以 テノ喰菌

作用1三 頭分李均)

第四十二表

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球 中 性 多 型 核
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第四十四表 六十分煮沸濾液 一・○琵 ヲ以 テノ

喰菌作 用(三 頭分卒均)
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1時 間i5100iO.4837.1162.911.O　 　 　

i悪鵠墨1÷ 釜i}lilillil:.6
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4S.0 59.0

87.0 103.3

64.0 78.6

65.0 78.5

61・61441・4

原

第四十五表

喰菌卒二7.4

百二十分 煮沸 濾液 一 ・○蝿 ヲ以 テ
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(第五十八表乃至第六十二表参照)
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ハ

一
五

一
・三
、
食
藍
水
群

ハ
一
九
〇
・六

ニ
シ
テ
煮
沸
濾
液

ハ
何

レ
モ
原
液
ヲ
凌
駕

シ
、

特

一ニ
ニ
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
原
液

ノ
ニ
倍
以
上
ノ
喰
菌
子
償
ヲ
基
グ

タ
リ
｡

四
、
血
液
輩
位
容
積
内
白
血
球
絶
封
教

ハ
各
運
動
群
共
菌
液
注
射
後
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起

セ
リ
｡
而

シ
テ
白
血
球
絶
封
数

ノ
総
和

ハ
原
液
群

ハ
ニ
九
六
〇
〇
h

三
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
三
八
五
〇
、
六
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
三
五
〇
〇
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
ニ
八
九
三
〇
、

食
璽
水
群

ハ
三
五
九
〇
〇

ニ
シ
テ
原
液
及
ビ
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
梢

ー
小
ナ
リ
キ
｡

叉
三
十
分
六
十
分
煮
沸
濾
液
群
及
ビ
食
璽
水
群

ハ

略

ー
同
歎
ヲ
示

シ
タ
リ
｡
自
血
球
培
減
峯

ノ
総
和

ハ
原
液

ハ
三
・七
六
、
三
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
四
・七
七
、
六
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
四
.
〇
三
、

百
二
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
三
・六
六
、
食
璽
水
群

ハ
四
・
四
三

ニ
シ
テ
絶
封
数

ノ
場
合
ト
同
様
三
十
分
、
六
十
分
煮
沸
濾
液
及
ビ
食
璽
水

ハ

一
致

シ
原
穐汲
及
ビ
百

二
十
一分
者
…勒佛
濾
山汲
ハ
船
胴
ζ
小
ナ
リ
キ
｡

五
、
喰
菌
峯

二
就
テ
槻

ル

ニ
原
液

ハ
三
・
三
、
三
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
六
・
二
、
六
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
四
・
○
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
五
・
二
叉

食
璽
水
群

ハ
五
・
三

ニ
シ
テ
三
十
分
煮
沸
濾
液

ハ
著
明

二
大
、
而

シ
テ
最
小
ナ

〃
ハ
原
液
群
ナ
リ
キ
｡

二
、
實
験
第
二

原
液
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
、
六
十
分
煮
沸
濾
液
、
百
二
十
分
煮
沸
濾
液
及
ビ
O
・五
%

石
炭
酸
加
O
・八
五
%
食
盤
水

二
.
O

髭
注
射
後

)
喰
菌
作
用A

實
験
結
果

所
見

ハ
第
六
十
三
表
乃
至
第
⊥
ハ
十
六
表
叉

ハ
第

二
十
圖

ヨ
リ
第

二
十
二
圖
迄

ニ
掲
ゲ

タ
リ
｡

B

所
見
概
括

国
、
現

ニ
菌
禮
ヲ
包
喰

セ
ル
喰
細
胞
歎

「喰
」
ハ
原
液
群

ハ
菌
液
注
射
後

二
時
間
目

二
叉
各
煮
沸
濾
液
群
及
ピ
食
購
水
群

ハ
菌
液
注
射
後

一
時

間
目

二
最
大
ト
ナ
リ
、
夫

ヨ
リ
次
第

ニ
減
退

ス
ル
傾
向
ヲ
示

シ
タ
リ
｡
而

シ
テ
「喰
」
ノ
総
和

ハ
原
液
群

ニ
テ

ハ
一
六

・
二
、
三
十
分
煮
沸
濾
液

群

ハ
四
四
・
九
、
六
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
四
八
・
五
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
六
.
二
、
食

璽
水
群

ハ
三
五
・
五

ニ
シ
テ
煮
沸
濾
液

ハ
何

レ

モ
原
液
ヲ
{凌
加馬
セ
リ
｡

二
、
被
喰
菌
数

「菌
」
モ
「喰
」
ト
同
様
ノ
推
移

ヲ
示

シ
タ
リ
｡

而

シ
テ
北
ハ
ノ
総
和

ハ
原
液
群

ハ
四

一
・
五
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
一
二
六

.
二

原

著

林
11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
二
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ノ
立
謹

六
六
三



原

著

林
11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中

二
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
謹

六
六
四

⊥
ハ
十

分
煮
沸

濾
液
群

ハ

ニ
ニ
五

・
八
、

百

二
十
分
煮

沸
濾
液

群

ハ

一
〇

二
・
五
、
食
璽

水
群

ハ
八
七

・
八

ニ
シ
テ
煮

沸

濾
液

ハ
何

レ
モ
原
液

ノ
ニ

倍

乃

至

二
倍

以

上

ノ

「菌

」
ヲ
獲

タ
リ
｡

三
、

喰
菌

子
歎

「子
」
モ
亦

「喰
」
及

ビ

「菌

一
ト
同
檬

ノ
曲
線

ヲ
示

シ
タ
リ
｡

「子

」
ノ
総
和

ハ
原
液

五
七

・
七
、

三
十
分
煮

沸
濾

液

ハ

一
七

一
・

「

原濾液二・○琵注射後 ノ喰菌作用

中個百

核
子

型
菌

多性
喰

 

球血

中
%

、 白

淋巴球
%

00U

15.612.0

 

旙

35.6

24.0

 

謁58

258

1L68.6

 

油59.8oc)り
●ルの ●り

第六十三表

射 前

血容血数
液債球
輩内絶
位白対

白培

並L減

球坐

ト1・・三 ユ.oo

I

30分i54｡0正O・'6・3

塒 剛6轍 三 〇.75

15.210.64.675.521.81.0792502時 間

12.0S.04.065.030.00.76〔;5CO4時 間

1・Ol2・313・3

・6・214・ ・5157・7

{三頭分卒均)

喰 菌作 用

56.0

290.3

37.30.8170eo9時 間

 

正

冨

液
注
射
後
経
過
時
間

180.74.0234600

 

和

喰菌率=1.7

三 十分 煮 沸濾液 二 ・○琵 注射後 ノ第六十四表
血容血倣!
液積球
軍内絶
位白封

白壇

血滅

球肇

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球1中 性 多 型 核 二一
%1%i喰1菌1子

注 射 前 S750

曾一

1.()0
16・ ・3

3721 0 0 0

菌
液
注
射
後
輕
過
時
間

30分 56・ ・1・ ・64
い ・・6

34・818・ ・ 23.0 31.0

1時 間 4S50 0.55 51.5 33.3 10.3 31.6 41.9

2時 間 9500 1.08 2S・sい9・ ・ 10.3 29.3
.39・6

4時 間 59CO 0.67 32.0 64.S 10.3 29.0 30.3

8時 間 7260 0.83 46.0 4S.3 6.0 13.3 19.3

線 和13311・
o

3.77 218.9 250.3 44.9 126・2117・ ・1

喰菌率=5.2(三 頭分雫均)

六十分 煮 沸濾液 二 ・○耗 注射後 ノ喰 菌作 用第六十五表
血容血数
液積球
軍内絶
位白i封

白培

血滅

球傘

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球1中 性 多 型 核

%1%1喰1菌1子

注 射 前 8800

一一

1.00 49.8 45.6 0 0 0

菌
液
注
射
後
経
過
時
間

30分 4700
1

0・53142・3 51.3 8.6 25.3 33.9

1時 間 5400 0.61 30.3 63.6 13.6 44.3 57.9

2時 間 8750 0.99 14.5 83.0 10.0 24.6 34.C

4時 間 7500 0・85 22.3 74.0 9.3 20.0 29.3

8時 間 7400 0.S4136.08 60.0 7.0 21.6 28.6

線 和 33750 3.S2 145.4 331.9 4S.5 ユ35.8 184.3

(三頭分卒均)11食菌tj"'ミ=5.5



百二十分煮沸濾液二・○耗注射後ノ喰菌作用第六十六表

血容血数
液積球
軍内絶
位白封

白増

血減

球卒

白 血 球 二
　

百 個 中

淋巴球 1中 性 多 型 核
% 1% 1喰 1菌 正 子

注 射 前1 87・・1 ・・・・1 55.3
14・ ・5 i・ 1・i・

菌

驚
纂諄

問

130分 625・1 ・・721 41.5
142・ ・ レ ・・ 1・8・6125・6

・時間1 545・1 ・・63! 37.5
i56・3 Ig・ ・ 13・ ・3139・3

2時剛 11200 ・・2gl 21.8
i76・ ・ 19;・ 122・ ・13…

4時剛 76・・1 ・・871 28.5
169・6 16・6 12・ ・6i28・2『

8時剛 69・・1 ・・79正 38.5
159・8 14・6 1・ …11岳6

総 和1 374・・1 4・3・1
1

167・81 303.9
136・2 1・ ・2・5113a7

(三頭分卒均)喰菌 率=3.7
、

○・五%石 炭酸加○・八五%食 璽水

二 ・○妬注射後 ノ喰菌作用

第六十七表

血容血敷
液積球
軍内絶
位白封

白塘

血減

球卒

一

白 血 球 二 百 個 中

淋巴球1中 性 多 型 核

%1%1喰1菌1子

00033.664.51.008800

 

前射注

24.316.38.047.152.00.756600

 

分30

33,624.39.364.133.5O.786900

.226.6S.675.024.01.4112400

20.914.36.668.029.50.918050

9.36.33.054.140.10.918050

1時 間

2時 間

4時 間

8時 間

 

菌
液
注
射
後
縄
過
時
聞

123.387.835.5308.3179.14.7642000

 

和総

(三頭分亭均)喰 菌 率=2.9

第二十圖 各注射材料 ト喰細胞撒 「喰」トノ關係

(第六十三表乃至第六十七表峯照)

Z30'i

一→ 経 過 時 間

 

「
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」
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一
、
六
十
分
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沸
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液

ハ
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八
四
・
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、
百

二
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分
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濾
液

ハ

=
二
八
・七
、
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璽
水

ハ
一
二
三
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ニ
シ
テ
煮
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濾
液

ハ
原
液

二
比

シ
ニ
倍

乃
至
三
倍
大

ノ
喰
菌
子
憤
ヲ
畢
ゲ
タ
リ
｡

四
、
血
液
輩
位
容
積
内
自
血
球
絶
樹
教

ハ
各
群
共
同
檬

ニ
菌
液
注
射
後
自
血
球
過
少
ヲ
惹
起

シ
タ
ソ
｡
而

シ
テ
八
時
間
目

ニ
ハ
各
群
共
略

ー

原

著

林
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結
核
性
脊
椎
炎
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者
ノ
流
注
膿
瘍
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含
有

セ
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」
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五



第二十一圖 各注射材料 ト被喰菌撒 「菌」トノ關係

(第六十三表乃至第六十七表参照)
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430'1

>経 過 時 間

 

「菌
」
↑

第二十二圖 各注射材料 ト喰菌子撒 「子」トノ關係

(第六十三表乃至第六十七表参照)
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第六十八表 各注射材料 ニヨノレ喰菌作用総括

(第五十八表乃至第六十七表参照)
1

六
六
六

鰯 蒋 劉 懸 磯 昆野 剣 菌1子1到 原表

第
一

(
一

・

○
琵
)

騰1396・ ・13・76129・3167・71g7・ ・13・3158

課 篠13385・14・7753・9・56・ ・12・ …16・2159

脇 訓335・ ・14・ ・336・5196・ ・1・32・514・ ・16・

総 訓2893・13・66142・81・ ・8・51塑 陣16・

鰹 水1359・ ・14・43152・ ・1・38・5i・9・ ・615・3162

第
二
(
二
・

○
蝿
)

原 濾 液1346・ ・14・ ・21・6・2i4・ ・5157・7・ ・7163

繍 劃33…13・77144・gl・26・21・7・ ・115・2164

謙13375・ia82148・51・35・81麹 陣165

懸 訓374・ ・1虫3・i訓 ・・2・51・38・7i3・7166

鰹 水142… 引76135・587・8・2副2・967

 

正
常
時
白
血
球
歎

二
恢
復

ス
ル
傾
向
ヲ
示

セ
リ
｡
白
血
球
絶
封
歎

ノ
総
和

ハ
原
液
群

ハ
三
四
六
〇
〇
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
三

一
一
〇
、

六
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
三
七
五
〇
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
七

四
〇
〇
、
食
盤
水
群

ハ
四
二
〇
〇
〇

ニ
シ
テ
各
群
共
略

ー

一
致
セ
ル

歎
ヲ
得
タ
リ
｡
叉
白
血
球
増
減
率

ノ
総
和

ニ
就
キ
テ

ハ
原
液
群

ハ
四
・
〇
二
、
三
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
・七
七
、
⊥
ハ
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
三
・

八

二
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
四
・
三
〇
、
食
璽
水
群

ハ
四
・七
⊥
ハ
ト
ナ
リ
是
亦
各
動
物
群
共
略
ー

一
致

セ
リ
｡

言
『

所
見
概
括



以
上
ノ
第

一
、
第

二
實
験
結
果
ヲ

】
括

シ
テ
第
⊥
ハ
十
八
表

二
掲
ゲ
タ
リ
｡

繭
、
⊥
ハ
十
分
煮
沸
濾
液
群
ヲ
除

キ
他

ハ
實
験
第

一
(
一
・○
琵
)
ヨ
リ

モ
實
験
第

二
(二
・
○
蠕
)
ノ
方
ガ
喰
菌
作
用
全
禮

ノ
指
標
タ
ル
喰
菌
子
ガ

低
下
セ
ソ
｡
而

シ
テ
實
験
第

一
ニ
於

テ

ハ
三
十
分
煮
沸
濾
液
群
ガ
最
大
喰
菌
子
敷

ヲ
示

シ
、
食
璽
水
群
之

レ
ニ
次
ギ
第

二
位
、
百

二
十
分
煮

沸
濾
液
群

ハ
第
三
位
、
⊥
ハ
十
分
煮
沸
濾
液
群

ハ
僅

ヵ
ノ
差

ヲ
以
テ
第
四
位
、
原
液
群

ハ
最
小

ニ
シ
テ
第
五
位

ト
ナ

レ
ジ
｡
叉
實
瞼
第

ニ

ニ
於

テ
得
タ

ル
喰
菌
子
憤
大
小

ノ
順
次

ハ
六
十
分
煮
沸
濾
液
三
十
分
煮
沸
濾
液
、
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
、
食
璽
水
、
原
液

ノ
順
序
ト
ナ

レ
ソ
｡
即

チ
本
例

二
於
テ

ハ
原
液

ハ
如
何
ナ

ル
量

ニ
於

テ
モ
常

二
最
下
位

ニ
シ
テ
封
照
タ

ル
食
髄
水
注
射
動
物

ニ
モ
劣

リ
タ
リ
｡

二
、
白
血
球
絶
封
歎
又

ハ
自
血
球
増
減
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ヨ
リ
穿
刺

ニ
ヨ
ソ
テ
膿

ヲ
採
り
、
其
ノ
儘
直
チ

ニ
、
若

シ
ク

ハ
之

レ
一二

定
量
ノ
食
璽
水
ヲ
加

へ
五
分
間
煮

沸

(可
凝
性
蛋
白
燈
除
去
)
、
遠
心
、
陶
土
壁
濾
過
等

ノ
操
作
ヲ
加

へ
、
得
タ
ル
濾
液

(原
濾
液
)
中

ニ
ハ
尚
蛋
自
盤
ヲ
含
有

セ
ル
事

ハ
原
液
注

射
群
ガ
封
照
ト
シ
テ
用

ヰ
ラ
レ
タ
ル
食
璽
水
注
射
群

ヨ
リ

モ
喰
燈
作
用
ガ
大
ナ
リ

シ
事
實

ニ
ヨ
リ
テ
立
讃

セ
ラ

レ
タ
リ
｡
之

レ
原
液
中

二
蛋

自
禮
ノ
含
有

ヲ
指
示

ス
ル
根
擦

ノ
第

一
ナ
リ
｡

爾

而

シ
テ
「非
細
菌
性
蛋
白
鷺
」
ト
「細
菌
性
蛋
自
髄
」
ト
ノ
差
別

ハ
前
者
ノ
喰
儘
作
用
促
進
能
カ

バ
耐
煮
沸
性
弱
キ

ニ
反

シ
後
者
ノ
喰
燐
作
用
促

進
能
力

ハ
耐
煮
沸
性
強
大
ナ

ル
鮎

ニ
ア
リ
、
師
チ
囁
氏
百
度

ノ
重
湯
煎
中

ニ
テ
三
十
分
間
加
熱

ス
ル

コ
ト

ニ
ョ
リ
テ
後
者

ハ
何
等

ノ
憂
化

ヲ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

受

ヶ
ザ

ル

ニ
反

シ
、

前
者

ハ
其

ノ
勢
カ

ガ
顯

著

二
減

退

シ
從

テ
喰
儘

作
用

モ
劣
等

ト
ナ

ル

モ
ノ
ナ
リ
｡

然

ル

ニ
本

實
瞼
三

於

テ

ハ
三
十

分
煮

原

著

林
11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
詮

六
七

一



原

著

林
日
結
核
性

脊
椎
炎
馨

ノ
流
議

瘍
中

ニ
含
有

セ
ラ

レ
タ
ル
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
謹

六
七

二

激

簗

縁

的
姦

(⊥零

塁

夢

ハ
葵

憲

簿

郵

璽

訟

ハ
訟

豪

審

哲
ま

恥

八
例
二
就
ラ

『子
』
及
ビ

.喰
肇

、
ノ
鍔

債

ハ
既

二
示

シ
タ
券

如

シ
..
之

レ
原
濾
液
中

二
含
有

セ
ラ

レ
タ
ル
喰
儘
作
用
促
進
物
質

膿
中

二
存
在
セ
組

胞
叉

ハ

組
織
若

シ
ク

ハ
此
等

ノ
分
解
産
物
ト

シ
一グ
ノ
非
細
菌
性
蛋
白
禮

二
非
ズ

シ
テ
眞
個
細
菌
性
蛋
白
膿
ナ
リ
ト
ノ
根
擦

ノ
第

ニ
ナ
リ
｡

罐
驚

伽鶴

難

繋

礫鰻
難

賑
編
雛

蜘麹

蜥謬

隷

叢

タ

リ

｡

細
菌
性
水
溶
解
性
物
質

(類
脂
蛋
畠

)
二

擁

作
用
促
進
物
質
ト
同
時

二
喰
儘
作
用
阻
止
物
質

(勢
力
)
ノ
存
在

歪

コ
ー
鳥

潟
教
授

(
冗

一
七
)
二
依
～
プ
覧

セ
一フ
レ
タ
ル
妻

ニ
シ
一プ
殆
ン
ド
凡
テ
ノ
華

ナ
病

原
微
生
物

二
就
キ
テ
追
究
立
謹
セ
ラ
レ
・
余

モ
亦
嚢

二

結
核
菌
ガ
人
工
培
嚢

上

二
繁
殖
ス
藤

力
、
藝

力
ヲ
震

ス
毒

實
ヲ
難

㌻

.
今
繕

核
蔑

染
組
攣

シ
テ
ノ
膿
中

ニ
モ
其
ノ

　
な

ガ
　

　

ト

ナ
リ

タ
リ
っ

原
濾
液
中

二
含
有

セ
一フ
レ
タ
螢

白
膿
ガ
細
菌
性
蛋
自
ナ
リ
ト

歪

三

+
分
乃
至
李

分
蕩

セ
ラ

レ
タ

ζ

ノ

・
方
ガ
原
液

ヨ
リ
モ
喰

燈
作
用
藁

ガ
大
ナ

毒

箕

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
存
在
ヲ
除
外

シ
三

攣

テ
説
明

シ
得
ザ

毒

項
ナ
リ
.
即
チ
原
液
中

ニ
モ
煮
沸
濾
液
中

ニ
モ
擁

作
用
促
進
能
カ

ヲ
有

ス
彰

質

(類
脂
蛋
晶

)
局

等
量
宛
含
有

芒

フ
レ
タ

レ
ド

モ
原
液
中

ニ
芝

占

時

二
嬢

作
用
阻
止
物

質

「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
ガ
含
有

セ
一フ
レ
タ

労

タ
メ

ニ
喰
儘
作
用
小
ナ
リ
.
黍

二
「イ

ム
ペ
ヂ

ン
ニ

喰
儘
作
用
促
進
物
質

(細
菌
性
)
ヲ

モ
耐

煮
纏

弱

キ
ガ
爲

二
養

百
度

ノ
重
湯
煎
中

ラ
プ
三
十
分
煮
沸

歪

ー

;

リ
テ
完
全

騨菲

働
撃

ナ
リ
此

ノ
作
用

清

失

ス
・

芳

喰

儘
作
用
促
進
物
質

耐
煮
縫

葵

ナ

多

メ

ニ
是
等

ノ
時
間

二
三

何
等

ノ
障
碍
ヲ

モ
受
ヶ
ズ
完
全

一桑

モ
ノ
ナ
リ
・
從
テ
三
雰

煮

沸
濾
液

ラ
グ
ハ
喰
菌
作
用
促
進
物
質
ガ
初

メ
一プ
本
來
套

茎

幅

ノ
機
能
ヲ
驚

シ
以
テ
最
大
喰
菌
作
用

ヲ
惹
起

セ
ζ

ノ
ナ
リ
・

而

シ
テ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ニ
ハ
喰
菌
作
用
上
緩

固
有
性

ヲ
映
ク
姦

二
「イ

ム
ペ
ヂ

ン
杏

有
原
液

ヲ
注
射
サ

レ
タ

募

合

二
.
二

般
異
物

ノ
喰
儘
ガ

減
退

シ
、
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
破
却
煮
沸
濾
液

ヲ
注
射
サ

レ
タ
務

會

三

噺
般
異
物
ノ
喰
儘
作
嬰

旺
肇

ナ
リ
、
本
實
験

二
於
三

任
喜

選

づ

タ
養

色
葡
萄
歌

球
菌

ノ
喰
菌
作
用
ガ
三
+
分
乃
至
六
十
分
煮
沸
濾
液

二
於
ψグ
優
秀
す

ζ

ご

;

テ
、

コ
易

論
軍

二
黄
色
薯



朕
球
菌

二
限

ラ

レ
タ
ル
次
第

ニ
テ

ハ
非
ザ

ル
ナ
リ
｡

細
菌
性
蛋
自
騰

ニ
耐
煮
沸
性
強
大
ナ
リ
ト
難

モ

一
定

ノ
限
度
ガ

ア
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
此

ノ
限
度
ヲ
越

へ
煮
沸
ガ
長

キ

ニ
失

ス
川
場
合

ニ
ハ
細
菌

性
蛋
白
鵬

モ
熱
的
作
用

ヲ
受
ケ
次
第

ニ
破
壊
攣
性

シ
其
ノ
喰
燈
作
用
促
進
能
カ

モ
亦
減
退

ス
〃
モ
ノ
ナ
リ
｡
本
實
瞼

二
於

テ

ハ
三
十
分
乃
至

六
十
分
煮
沸
濾
液

ニ
テ

ハ
喰
燈
作
用
顯
著

二
大

(最
大
)
ニ
シ
テ
百

二
十
分
煮
沸
濾
液
ヲ
以
テ

ハ
大
多
数

ノ
場
合
喰
菌
子
数
明
白

二
低
下
セ
ル

原
因

ハ
全
ク
此
虜

二
存

ス
｡

然

ル

ニ
是
等

ノ
考
察

二
満
足
セ
ズ
原
液

ハ
毒
力
強
ク
煮
沸
濾
液

ハ
毒
力
弱
キ
爲

二

『原
液
ヲ
注
射
サ

レ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
動
物
ガ
中
毒

セ
ラ

レ

全
幅

ノ
機
能
ヲ
畢
ゲ

テ
喰
菌
作
用
途
行

二
参
與

シ
得
ズ
、
煮
沸
濾
液

ヲ
注
射
サ

レ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
中
毒

ヲ
起

、
コ
ト
ナ
ク

シ
テ
喰
細
胞
活
動

カ
ガ
完
全
ナ
リ

シ
ガ
爲

二
喰
焔
作
用
敷
果
ガ
優
秀
ナ
リ
』

ト
ノ
討
論

ハ

一
寸
當
ヲ
得
タ
ル
ガ
如

キ
観
ヲ
呈

ス
〃
モ
、
余
等

ノ
實
瞼
結
果

ハ

三

面
喰
儘
作
用

ノ
大
小

ト
他
面
毒
力

ノ
大
、
小

ト
ヲ
判
定

ス
ル

ニ
足
ル

モ
ノ

ニ
シ
テ
第

一
例

ヨ
リ
第
八
例

ニ
至

川
各
實
瞼
記
録
ヲ
精
査
吟
味

ス

ル

コ
ト

ニ
ヨ
リ
テ
其

ノ
然
ラ
ザ

ル

コ
ト
ヲ
察
知

シ
得

ペ
キ
ナ
リ
｡
即
チ
毒
力

ノ
標
徴
タ

ル
自
血
球
像
ガ
全
然

一
致

(第
四
、
五
、
六
、
八
例
参

照
)
セ
ル

ニ
モ
拘

ハ
ラ
ズ

原
液

ト
煮
沸
濾
液

ノ
喰
菌
作
用
敷
果
ノ
大
小
ヲ
招
來

シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

毒
力
説

ト

ハ
全
然
無
關
係
ナ

川
モ
ノ
ナ

リ
｡
マ
タ
用
量

ヲ
○

・五
琵

ヨ
リ

一
・
○
琵

ニ
増
加

シ
タ
ル
ニ
喰
菌
作
用

ノ
促
進
カ

モ
亦

ソ
レ
ニ
一
致
連
行

シ
テ
充
進

セ
リ
｡
此

ノ
事
實

モ
亦
毒

第 七 十 三 表

原濾液乃至三十分煮沸濾液 ニテ得

タルレ喰菌子債ノ百分傘(「イムペヂ

ン」含量ノ表現)

率分項子菌喰

煮分
液十濾扉

液濾原

螂

鵬ー
m㎝例二第

拗蜘1,肪-例三第

凱㎜
1

肪
¢ー

例四第

瑠蜘筋
i
例五第

拗m
l

輔
-
例六第

蜘m
ー

肪
-
例七第

｡731

h
㎜61㏄

判
亭

閣
濾
量

鵬
-

肪例
一
第

症例

第 七 十 四 表

原濾液乃至三十分煮沸濾液ニテ得

タルレ喰菌子債ノ百分傘(「イムペヂ

ン」含量 ノ表現)

喰菌子 ノ百分傘

原劇 藻餅
100 145

100 134

濾液用
菌(耗)例 症

第三例11.Ol

期 例 … 1
第五例 1.0 … 正 …*

第綱1… 【 …i・48

第七例 …i…1・73

第八例2・ ・1… 296

rp均1・ ・2・ … い79・2

*之 ル・卒 均 ヨ リ除 外 セ リ

力
過
大
説
ヲ
否
定

ス
ル

ニ
足

〃
モ
ノ

ナ
リ
｡

之

ヲ
要

ス
ル
ニ
結

核
性
脊
椎
炎
流
注

膿
瘍
中

ニ
ハ
(
一
)

細

菌
性

蛋

白

禮

(細

胞
性

水
溶
解

原

著

林

日
結
核
性
脊
椎
炎
患
者

ノ
流
注
膿
瘍
中

ニ
含
有

セ
ラ

レ
タ

ル
「
ノ
・
ム
ベ
ヂ

ン
」
ノ
立
謹

六
蓄
三



原

著

林
日
結
核
性
脊
椎
炎
患

者
ノ
流
注
膿
瘍
中

二
含
有

セ
一フ
レ
タ

ル
「
イ

ム
ベ
ヂ

ン
」
ノ
立
謹

六
七
四

性
物
質
)
ヲ
含
有

シ
三

)細
菌
性
蛋
畠

二

面
喰
燧
作
用
促
進
能
力
在

面
喰
濾
作
用
阻
止
能
力

「イ
ム
ペ
ヂ
ン
ネ

ヲ
有

ス
ζ

ト
(三
)

而

モ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ハ
結
核
菌

ヲ
人
工
培
養
基
上

二
移

シ
タ
ル
場
合
ト
等

シ
ク
撮
氏
百
度

ノ
重
湯
煎
中

ニ
テ
三
十
分
間
煮
沸

ス
ル
コ
ト

ニ
依

～
プ
喰
濾
作
用
促
進
物
質

二
荷

等

ノ
障
碍
ヲ
與

フ
ζ

タ

ク

シ
莞

全

二
破
却
彦

ニ

ト
、

(四
)
同
時

二
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
ニ

種
族
固

有

性

ヲ
映

ク

コ
ト
ガ

立
謹

ナ

レ

タ

ル
ナ

リ
｡

今

ヤ
余
等

ハ
大
姦

○
.
五
秀

至

.
○
靖

ノ
用

量

二
於
テ
得
タ

疲

濾
液

ノ
『喰
菌
子
』
ヲ

δ

・
鳶

シ
三
+
分
煮
沸
濾
液

一コ
プ
得

タ
ル

『喰

菌
子
』
増

加

ノ
「
プ

ロ
セ

ン
ト
」
ヲ
求

メ
タ

〃

二
第
七

十

三
表

及

ビ
第
七

十
四

表

ノ
結

果

ヲ
得

タ

リ
｡

即
チ
大
多
歎
○
.
五
蠕

ノ
用
量

ラ
プ

ハ
原
濾
液

二
三

喰
菌
子
ご

○
○
ナ

ζ

封

シ
三
十
分
煮
沸
濾
液

ヲ
以
テ
ノ
喰
菌
子

ハ
一
三
四
●七
ナ

リ
.
或

ハ
大
姦

一
.
○
靖

ノ
用
量

ラ
ブ
ハ
原
濾
液

ヲ
以
テ
ノ

喰
菌
子
ゴ

○
○
ナ
ぞ

一
封

シ

三
十
分
煮
沸
濾
液

ヲ
以
テ

ノ
喰
菌
子

二

七

九

｡
ニ
ナ
リ
｡

是

レ
果

シ
テ
何

ヲ
意
味

ス
ル
ヤ
｡

若

シ
原
濾
液
中

二
含
有

セ
一フ
レ
タ
ζ

イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
阻
止
的
勢
カ
ガ
無

ヵ
リ
セ
バ
其

ノ
喰
菌
子

ハ
三
雰

煮
沸
濾
液

尚

等
或

ハ
ソ
レ
以

上

ニ
大
ナ

ζ

キ
ノ
理
ナ
リ
｡
何

ト
ナ

レ
バ
三
十
分
煮
沸

二
三

兀
來
ノ
髪

兀
性
能
働
安

多
少
ナ
リ
塁

低
下

ニ

キ
ガ
故
ナ
リ
・

ソ
レ

故

二
最
初

ノ
場
合

二
耀

7
三
四
.七
%
、
後

ノ
場
合

二
於
テ
七
九
三

%

ノ
喰
菌
藁

ノ
差
額

ヲ
示

シ
タ

劉

是
即
チ
原
濾
液

ノ
｡
●
五

(焉

ラ
プ

ハ
○
.
四
六
)
乃

至

一
.
○
耗

(李
均

ラ
グ

ニ

.
三

中

二
含

有

セ

ラ

レ
タ

リ

シ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
阻

止

的
勢
カ

ノ
表

現

ヲ
意
味

ス

ζ

ノ

タ

ル

ニ
他

ナ

ラ
ザ

ル
ナ

リ
｡

廣
獺
研
之
氏

ハ
結
核
性
膿
胸
患
者

ノ
膿
中

二
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
.ヲ
立
讃

シ
藻

用
量
○
・
五
琵

ヲ
以
テ
原
濾
液

圭

雰

煮
沸
濾
液

ト

ニ
ヲ

一プ
得

タ
盗

菌
子
ノ
割
合

二

・
・
当

五
七
、
或

ハ

一
・
昆

ノ
用
量

二
三

・
・
封

;

一・

(日
本
外
科
寳
函
、
笙

ハ
穫

第

二
號
・
第

一
五
頁
、
第
八
嚢

照
)
或

δ

琵

ノ
用
量

ラ
グ

δ

○
堂

三
九

(免
疫
研
究
業
報
、
第
四
三
巻
、
第

一
五
頁
・
笙

三
馨

照
)
ナ
リ

キ
｡

即

チ
余

ノ
槍

査

ノ
結
果

ト
大

禮

二
於

テ
大

差
無

シ
｡

今
牧
氏
ガ
肉
汁
培
養

ヲ
材
料

ト
シ
一プ
(・
.
二
靖

量
)
ノ
研
究

;

レ
バ
原
濾
液
、
三
十
分
煮
識

液
薯

喰
菌
子

ノ
割
合

二

｡
｡
竺

九

八

一
ナ

リ

キ

(ud
Φ
羅

σq
｡

舅

姿

鼻

舞

目
・
げ
Φ
髪

一｡
ω
9

じu
山
.
①
沖

§

8

ω
●
塞

)
・



余

等

ノ
純
培
養

ヲ
以

テ

ノ
槍

査

ニ
テ

ハ
此

ノ
關

係

ハ
○
・
二
琵

ノ
用
量

ニ
テ

ニ
四
六

.九

樹
五

五
四
、
帥

チ

一
〇
〇
封

二
二
四

,三
、

或

ハ
○

.

四
蝿

ノ
用
量

二
三

天

〇
二

樹
七
〇
〇
・七
、
帥
三

〇
〇
封

二
五
〇
ナ
リ
キ

(東
京
箪

會
雑
誌
、
第
四
十
三
巻
、
第
七
號
、
昭
和
四
年
七

月

二
十
五

日
螢
行
、

第

一
〇

五

三
頁

、
第

十

一
表
参

照
)
、

或

ハ
○
・
四

琵

ノ
用

量

ニ
テ

ニ
五

五

｡八
封

八
八
七

.四
、

即

チ

一
〇

〇
樹

三
四

五

ナ
リ

キ

(同
誌
同

號
、

第

一
〇

七

三
頁
、
第

十
九

表
参

照
)
｡

是
等

ノ
興

菌
墜

異
華

養
基
時
日
筆

劃

=

一
非
ザ

ル
ガ
故

ニ
必
ズ

シ
モ

一
致

ス
ル
ヲ
要

セ
ズ
ト
錐

モ
何

レ
ニ
ぎ
ブ
毛
人
膿

ヨ
リ
得

タ

篇

料
中

ノ
「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
含
曇

純
正
培
養
中

ニ
含
有

セ
ラ

レ
居

ル
「
玄

ペ
ヂ

ン
」
ノ
盒

里
ヨ
リ

ハ
小
ナ

労

如

シ
.
即
チ
急
性
炎
症

ニ

テ
笙

シ
タ
膿

中

ノ

一
イ

ム
ペ
ヂ

ン
L
倉

里
ハ
純
正
培
養
中

二
於
ケ

ζ

ノ

ヨ
リ

モ
大

二
ぎ
ブ
慢
性
炎
症

二
ー

プ
登
生

シ
タ
嚢

中

ノ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
含

量

ハ
純
培

養
中

二
於

ケ

ル

ヨ
リ

モ
普

通
小

ナ

川
モ
ノ
ト
解

鐸

ス
ル

コ
ト
ヲ
得
可

キ

ニ
似

タ

リ

(拙

著

「白

色
葡

萄
状
球

菌
性

急
性

化
膿
性

腸
筋

炎
膿

中

ノ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
立

誇
、
東

京
讐

學
會
雑

誌
、

第
四

十
四

巻
、

第
六

號
参

照
)｡

今

ヤ
結
核
性

流
注
膿

中

二

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ガ
含

有

セ
ラ

レ
居

リ
テ
喰

儘
作
用

ヲ
非
常

二
阻

室
閃
ス
ζ

身

藷

セ
一フ
レ
タ
リ
｡

然

一フ
バ
治

療
上

ニ
ハ
流
注
膿

ヲ
可
及
的
早
期

二
、
而

シ
テ
長
期
間
瀦
溜

セ
シ
メ

ヌ
様

ニ
ナ

ζ

ク
頻

々
ト
排
出

ス
ζ

ト
ガ
合
理
的
治
療
法
ノ

一
ッ
ト

シ

テ

是

認

セ

ラ

〃

.＼

シ

.、

マ
タ
流
注
膿

ヲ
早
期

二
排
出

シ
タ

ケ

・:
一
テ

商

断

ナ
ク
病
竈

ヨ
リ
産

生

セ
ラ

〃

、
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
作

用

二
向

ッ
一ブ
何
等

ノ
野
抗

ヲ

モ
爲

ス
能

ハ
ザ

"
ナ

リ
・

從
來

ノ
治

療

法

=
プ

ハ
流

注
膿

ヲ
排

出

シ
多

跡

へ
「
〒

ド

フ
ォ
ル

ム
グ
リ

ス
リ

ン
」
ヲ
注
入

ニ

ノ
方

法
ガ
廣

ク
行

ハ
ル

、
ガ
如

シ
ー

然

レ
ド

モ

「イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ハ
囁
氏
百

度

ノ
高
熱

ヲ
五
分

間
位
作

用

セ

シ
ム

川

コ
ト

ニ

ヨ
リ
テ

ハ
決

シ
テ
傷

害

セ
ラ

レ
ザ

〃

程

ニ
高
度

ノ
抵
抗
力

ヲ
套

ζ

み
ナ
リ
｡
從
來
ノ
研
究

ニ
テ

ハ
矛

ム
ペ
ヂ

ン
」
ヲ
消
却

セ
シ
メ
鴛

化
學
的
物
質

委

知

フ
レ
居
ザ

川

ナ

リ
・

多

分

「イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ハ
蛋
自
質

ヲ
凝

固

セ

シ
ム
ル

一
切

ノ
化
學

的
物

質
乃

至

ハ
「
ヨ
ー

ド

フ
ォ
ル

ム
グ

リ

ス
リ

ン
」
ノ
如

キ

モ
ノ

ニ
封

シ
テ

荷

等

ノ
影
響

ヲ

モ
受

ケ
ザ

ζ

シ
.、
滲

蓬

痴

浬

畏

誘

.、
、

、
、
、

、

:

、

、

、
、
、

、

:

、

、

、
:

、
、

今

邸

φ
外

ハ
碗
究

紬
恥

っ
引

い
声
細

歯
性

煮
沸

免
疫
元

ノ
存

在

ノ
下

二
於

テ

ハ
喰
儘
作

用

ハ
既

ニ
含

有

セ
ラ

レ
居

ル
「
イ

ム
ペ
ヂ

ソ
」
ノ
存

在

ゴ
ひ
獅

力

知
」
舟
度

衡

ブ
か

潜

哲
ナ

ハ
ハ

お
ハ
ハ

野
｡

此

故

ニ
組

織

ヲ
傷

害

ス
〃

コ
ト
無

ク

シ
テ
而

シ
テ

「イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ニ
封
抗

シ
得

ル
方

原

著

林
日
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
・立

謹

六
七
五



原

著

林
11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
・フ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
謹

六
七
六

法

ハ
差

シ
當

リ
煮
沸

免
疫

元

ノ
局

所

注
入

ニ
於

テ
之

ヲ
求

ム
可

シ
｡

然

ラ

バ
如
何

ナ

ル
煮

沸
免
疫

元

ヲ
選
ブ

可

キ

カ

・
結
核

菌
煮

沸
免

疫
元

ガ
適
當

ナ

ル
ベ
キ

カ
、
或

ハ
連
鎖

状

球

菌

葡

萄
状

球

繭
等

ノ
結
核

菌

二
封

シ
非

特

殊
性

ナ

ル
煮

沸
免

疫
元

ガ
可

ナ

川
ベ
キ

カ
｡

コ

ハ
今

後
試

馨

内
及
ビ
臨
埜

二
方
面

ノ
研
究
結
果

ニ
ョ
リ
テ
決
定
セ
ラ

ζ

シ
｡

「
イ
ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
喰
儘
現
象
阻
止
作
用

ニ
ハ
菌
種
族
固
有
性
無

キ

ガ
故

ニ
敢

一ア
結
核
菌
煮

沸

免
疫

元

ヲ
使

用

セ
ザ

ル
ベ
カ

ラ
ザ

ル

ノ
理
由
無

ク
何
等

ヵ
ノ
適

當

ナ

ル
煮

沸
免
疫

元

ヲ
索

ガ

シ
求

ム
ペ
キ
ナ

リ
・

故

二
今
後

研
究

ノ
結

果

ト

シ
テ
結

核
性
流

注
膿
瘍

ハ
可

及

的
早
期

二
度

々
排
出

セ
シ
メ
且

ヅ
其

際

一
定

ノ
煮

沸

免
疫

元

ヲ
局
所

二
注

入

シ
テ

以

一ブ
結

核

菌

ノ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
ニ
一
劃

抗

セ

シ
メ
結
核

菌

二
劃

ス
ル
喰

儘
作
用

ヲ
旺
盛

ナ

ラ

シ
ム

ル

コ
ト
ノ
方
針

ガ
治
療

法

ノ
上

二
確

立

セ
ラ

ル
可

キ
ナ

リ
.

「
ヨ
ー

ド

フ
ォ
ル

ム
グ

リ

ス
リ

ン
」
ノ
注

入

ハ
ソ

レ

ニ
ョ
リ
テ
活

濃

ナ

ル
白
血

球

ヲ
誘

致

シ
以

テ
流

注
膿

ヲ
消

化

シ
、

液

化

セ

シ

メ
自

然

ノ
吸

牧

ヲ
助

成

セ

ン
ト

歪

二
在

リ

毒

セ
一フ
ル
.
然

レ
ド

モ
「
マ

ド

フ
ォ
玄

」
ノ
作
用

ア

ζ

-
ヲ
要

セ
ズ

シ
テ
結

核

菌

ノ
産

生

歪

毒

物

ノ

ミ、
一=
7
モ
新
鮮

ナ

ル
白
血

球

ヲ
誘

致

ス
ル

ニ

ハ
既

二
業

二
十
分

ナ

リ
｡

流

注
膿

ニ
於

テ
映

ク

川
所

ハ
非

常

ニ
大
量

二
新
鮮

ナ

ル
白

血

球
ガ

誘

致

セ
風プ
レ
來

リ
一ブ

モ
、
ソ

レ
ガ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
阻
止
作

用

蓬

ヒ
テ
喰

樺

用

ヲ
十

分

二
震

ス
〃

ゴ
寵

ハ
ザ

〃
ノ
鮎

二
在

り
・
是

即

チ
結
核

性
流

注
膿

ノ
病

理

ノ
本

態

ノ
圭
要

ナ

薫

ナ

リ
.

窪

膿
中

ニ

ハ
他

ノ
急
性

炎
症

ノ
膿

典

リ

一ア
醤

消

化
酵
素

(穿

8
言

....
①

聞
｡
憎一、一｡一、一⑦
)
ヲ
立
讃

シ
得

ヌ
オ

フ
バ

ソ

バ
雰

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
擁

作

用
阻

止
能
働

カ

ノ
巽

ナ

籍

果

ニ
他

ナ

ラ
ザ

峯

シ
・
竺

其

ノ

白

血

球

ノ
喰
儘
作
用

ヲ
何
等

カ

ノ
方

法

ヨ
～

プ

ニ
賦

活

シ
一ブ
以

一ブ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
勢
力

二
封

誓

ζ

券

今

後

二
於

ケ

薪

治

療
方
針

ノ

一
ッ
ト

シ
一プ
採

用

セ
一フ
ζ

キ

す

｡

是

レ
余
等

ガ

「イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
病

理
學

的
認

識

ニ
立

脚

シ
テ
結
核

性
流

注
膿
瘍

ノ
治
琢

一
關

シ
・

上

述

ノ
提
言

ヲ
爲

ス

ニ
至

リ

シ
所
以

ナ

リ
｡

結

核
性

流
注

膿
中

ニ
ハ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
存
在

ス
ζ

身

立
護

セ

ラ

レ
タ

リ
.
黍

二
鼓

二
疑
問

ア
リ
.
此

ノ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
ニ

流
注
膿

中

ニ
ノ

、、、存

在

シ
一プ
窪

膿

ノ
雪

於

ケ

養

儘
作

用

ヲ

ノ

、、、
阻
害

ス
ζ

ノ
す

ヤ
、
或

ハ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
勢
カ

ヲ
荷

へ
歯

物
質

二

部

杢

身

ノ
血
行
中

へ
吸
牧

セ
一フ

レ
一プ
全

身

的

ニ
モ
喰
儘
作

用

ヲ
墨

"
歪

ヤ
否

ヤ

ノ
貼

ナ
ソ
.

想
像

ス
ζ

病
勢

ノ
進

行

セ
ザ

蕎

庇

ノ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
ニ

流

注
液
中

ニ
ノ

、、正

ソ
量

才

フ
ン
.

然

レ
ド

モ
病
勢

ノ
進

㌘

共

二
此

ノ
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
物
箕

全
身

ニ
モ
吸
牧

芒

Z



レ
以

テ
全

身
的

二
喰
燈
作

用

ヲ
阻
害

ス
〃
ナ

ラ

ン
｡

此

ノ
場
合

ニ
於

テ

ハ
喰
燈

作
用
全

禮

ニ
衰

微

ス
川

コ
ト
故
消
化

管

ノ
消

化
吸
牧

ハ
不

良

ト
ナ
リ
・

マ
タ
外

界

ヨ
フ
進

入

ス
ル

一
切

ノ
病

原
菌

ニ
樹

ス
ル
抵
抗
カ

モ
衰

へ
來
ル

ナ
ラ

ン
｡

然

シ
テ
想

像

ハ
ヨ
ク
事

實

ト

一
致

ス
ル
ガ
如

シ
・

結
核

性
流
注
膿

瘍

ヲ
有

ス

〃
患
者

ガ
病
勢

ノ
進

行

ト
共

二
全

身
榮
養

不

良

ト
ナ

リ

一
般

ニ
抵
抗
カ

ノ
減

退

ス
ル

コ
ト

ハ
周

知

ノ
事
實

ナ

リ
｡

是
等

ハ
凡

テ

「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
ノ
阻
止

的
勢
カ

ノ
全
身

性

ノ
登
現

ト

シ
テ
認

識

セ
ラ

ル
ペ
キ
ナ
リ
｡

此

故

ニ
結

核
菌

ガ
局
所

性
病

竈

二
於

テ
生
存

シ
居

リ
テ

モ
ソ

レ
ヨ
リ
生
産

セ
ラ

ル

・
「
イ

ム
ペ
ヂ

ン
」
作
用

二
封

抗

ス
ル
ノ
方

法
ガ
登
見

セ
一フ

川

、
時

ハ
治
療

上

ニ
ハ
有
用

ニ
シ
テ
從

テ
之

ニ
ヨ
リ
テ
結
核

患
者

ハ
從
來

ヨ
リ

モ
合

理
的
ナ

〃
治
療
方
針

ニ
ヨ
リ

テ
救

濟

セ
ラ

レ
得

可

キ
ナ

ー
.
x
線
ノ
放
射

二
ー

プ
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
全
部

ニ
ア
一フ
ズ
ト
毛
陣

痛

、二
講

、二
㌧プ
、モ
譲
鞠
、セ
㌧フ、
レ、漿

モ
、ノ
、ナ
、!
コ、ト
、ノ
轟

、(惇

野
)
ノ
如
キ
ハ
此

ノ
方
面

二
於
三

注
目
ニ

キ
嶢

嘆

諮

.、
救

に

驚

濃

誰

二、灌

遜

ヒ
滲

一訊

漂

沼

♂
「三
譲

含

勢
か
琳

蟹

染

破
墾

掌

か
寒

渦

ニ、ヨ
、り
」ブ、馨

ス
、ぺ
、キ
、ナ
、リ
』
懲

吟
理

滲

リ
ゴ

ム、
へ、ヂ
、ン
、
蒲

爺

湊

護

い
ハ
ハ
訟

・
而
弐

細
歯
馨

秘
盆

蟄

紬
核
症
ノ
治
療

二
從
事
セ
ン
ト
欲

・
労

如
キ
甚

ダ
學
術
ノ
進
歩

ニ
後

レ
タ
著

ト
謂
フ

セ

ヘ

ヘ

へ

可
キ
ナ
リ
｡

第
六
章

結

論

『

結
核
性
脊
椎
炎
患
者

(八
例
)
ノ
混
合
傳
染
無

キ
純
粋

ノ
流
注
膿
瘍

ヨ
リ
穿
刺

ニ
ヨ
リ
テ
膿

ヲ
無
菌
的

二
採
集

シ
五
分
間
煮
沸

ニ
ヨ
2

プ

凝
固
蛋
白
ヲ
除
去

シ
、
残
リ
タ
ル
液
成
分

ヲ
陶
土
壁

ニ
テ
濾
過

シ
原
液
ヲ
得
｡
此

ノ
原
液

ノ

一
部

ヲ
更

二
囁
氏
百
度

ニ
テ
沸
騰

シ
ツ

、
ア
〃

重
湯
煎
中

ニ
テ
三
十
分
、
六
十
分
及
ビ
百

二
十
分
間
加
熱

シ
三
種

ノ
煮
沸
濾
液

ヲ
製

シ
、
一
方
原
液

ヲ
作

ル
ニ
用

ヰ
タ

ル
○
.
五
%
石
炭
酸
加

○
●
八
五
%
食
璽
水
ヲ

取

り
此
等
五
種
ノ
試
瞼
材
料
ヲ

健
康
海
狽

ノ
腹
腔
内

ニ
注
射

シ
置

キ
流
血
中
樹
黄
色
葡
萄
状
球
菌
喰
儘
作
用

ノ
影
響

ヲ
検

シ
タ

ル

ニ
、

二
、
原
液
注
射
動
物

ハ
食
璽
水
注
射
動
物

ヨ
リ
モ
喰
儘
作
用
大
ナ
リ
キ
｡

三
、
叉
煮
沸
濾
液
注
射
動
物

ノ
喰
儘
作
用

ハ
原
液
、
從

テ
食
璽
水
注
射
動
物

ヨ
リ
モ
逡

ヵ

二
大
ナ
リ
キ
｡

四
・
而

シ
テ
各
種
煮
沸
濾
液
中
三
十
分
煮
沸
濾
液
注
射
動
物

二
於
テ
最
大
喰
儘
作
用
ヲ
惹
起

シ
、
⊥
ハ
十
分
煮
沸
濾
液
注
射
動
物

ハ
僅
微

ノ
差

原

著

林
11
結
核
性
脊
椎
炎
患
者
ノ
流
注
膿
瘍
中
ニ
含
有
セ
ラ
レ
タ
ル
「イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
立
詮

六
七
七
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椎
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患
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膿
瘍
中
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含
有
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ラ
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「イ
ム
ペ
ヂ
ン
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立
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六
七
八

ヲ
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テ
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二
十
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煮

沸
濾
液

注
射

動
物

ハ
蓬

カ

ニ
小

ナ

リ
キ
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五
、

各

注
射
材

料

ヲ
毒
カ

ノ
遙

カ
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大

ナ

ル
菌
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併
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テ
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射
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ル
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注
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材

料

個

々

ノ
毒
カ

ノ
差

ハ
菌
液
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テ
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タ
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シ
タ
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、
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膿
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ハ
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結
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ノ
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般
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抗
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不
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八

、
故

二
流
注
膿

瘍

ハ
早
期
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其
内
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ヲ
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セ
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可

及
的
屡

ー
之

ヲ
行

ヒ
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ペ
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此

ノ
目
的
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ハ
流
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ヲ
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へ
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ヲ
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ヲ
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コ
レ
ガ
結
核
菌
自
身
ノ
煮
沸
免
疫
元

タ
ル
ベ
キ
カ
或

ハ
他

ノ
菌

ノ
煮
沸
免

疫
元

ノ
方
ガ
適
當
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ル
ベ
キ
カ

ニ
關

シ
テ

ハ
今
後

ノ
研
究

二
待

ッ
可

シ
｡
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